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Ⅰ あいさつ 

 

Society 5.0において皆のwell-beingを目指す英語学習者たち 

 

東京都中学校英語教育研究会 

会長 平岡 栄一 

（葛飾区立常盤中学校） 

 

平素より、東京都中学校英語教育研究会の活動へのご理解とご協力を賜り深く感謝申し上げ

ます。また、多くの皆様の御指導、御助言をいただき、本研究会研究部における令和６年度の

研究成果が結実したことに改めて感謝を申し上げます。 

今年度は、第 74回全国英語教育研究大会（全英連埼玉大会）および第 48回関東甲信地区中

学校英語教育研究協議会大会（関ブロ千葉大会）、また本研究会においても全ての部でワークシ

ョップや研修会が開催され、その中には新たな方向性を模索する動きもあります。 

 さて、今年度の研究では、「生徒の表現の幅を広げる発信語彙リスト」、そして「ICT を使っ

た指導実践例」が紹介されます。本研究で紹介される指導実践例やこれまでの研究部の取組、

今年度の都中英研の活動などから発想する自分の学びについて以下に述べさせていただきます。 

 「英語教師はさまざまな語彙リストやその活用例を参考として、学習者一人ひとりが自らの

語彙リストや表現集を作成しようとする意欲や具体的な方法について自らの工夫で支援ができ

る存在でありたい」と昨年度の本稿に書いた。この考えに変化はない。しかし、ここに今回の

テーマ「ICTを使用」「表現の幅を広げる」を重ねると、語彙やパフォーマンスを向上させる方

法が大きく変わりつつあることを再認識する。生成 AI を使用すると翻訳は瞬時に行われ、英

作文や英文スピーチでも条件を与えるだけで達意の英文が示される。学習レベルに合わせた書

き換えも一瞬で答えてくれる。 

今回紹介されている ICT や生成 AI、15 種類を一通り試してみた。まず、英会話の練習相手

もしてくれる生成 AI（ここでは Copilot）では、こちらが日本語で話し始め、AI が日本語で返

答している最中に英語で話しかけると、AI も瞬時に英語に切り替えてきた。「私の英語を正確

に聞き取ってくれているが、どうしてそういうことができるのか？」と英語で質問したところ、

「文脈からの推測や文法の知識で補って聞き取っている。それにあなたの英語は正確だ。」と英

語で返答してきたことには、驚き、また少し喜んでしまった。 

そして、英文の文法チェックや類似表現を示してくれる生成 AI（ここではGinger）に、自校

で使用している英語データベースの中のある会話表現を入力すると、瞬時に６つの類似表現を

示してくれた。それらは会話という状況にも配慮されていて、いずれも発音もしやすく、自分

は自然に６つとも音読して、一瞬でネイティブと英会話をする時の思考回路に切り替わった。 

教師の温かく熱意のある指導や効果的な計画に加え、ICTでの情報検索や情報共有、生成AI

による学習支援が適切に行われると授業や学習指導は「協働的な学習」と「個別最適な学習」

をより一体的に実現させ、主体的・対話的で深い学びを高度に達成することが可能になる。 

ところで、「初等中等教育段階における生成AIの利活用に関するガイドライン」2.0（文部科

学省 初等中等教育局 令和 6年 12月 26日）が公開された。また「生成 AI 時代の DX 推進に

必要な人材・スキルの考え方 2024 ~変革のための生成 AI への向き合い方~」（令和 6 年 6 月 
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デジタル時代の人材政策に関する検討会 経済産業省）も参考になる。どちらも生成 AIの特性

を見極め適切に利用する重要性を説く。全文を読み、実践、思考、対話を継続したい。 

都中英研各位にあっては、各自のすべきこと、また実現したいことなどを互いの協力により、

ゆったりとした気持ちで堂々と達成し、組織の一員としてまた個人として充実した日々を今後

もお送りいただき、グローバル人材の育成にお力を発揮していただけたらと存じます。 

研究部担当、会長補佐の板垣繁校長、渓内明研究部部長をはじめ、研究部員の日々の研究へ

の感謝を申し上げるとともに、研究のさらなる発展を期待し、また心より敬意を表します。             
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Ⅱ 昨年度までの研究のあらまし 

 

平成 13年度から平成 21年度までの９年間にわたって、中学校検定教科書で使用されている

語彙リストについて研究を進めた。また、平成 22年度から平成 25年度までの４年間に研究し

た辞書指導をもとに、平成 26年度から平成 29年度の 4年間で「生徒の語いサイズを広げる指

導の工夫」というテーマを設定し、研究を進めた。 

  平成 30年度から令和元年度の２年間は、「基本語いの選定」と「語い指導再考」をテーマに、

前者は「研究部基本語い 1200」の選定を行い、後者は「新出語いの導入方法の検討」を行った。

令和元年度には、「話すこと［やり取り］」における生徒の使用語彙の実態を明らかにし、結果

を考察するとともに、「研究部基本語い 1200」（研究部, 2019）と比較した。また、教科書本文の

新出語彙の効果的な導入方法を検討し、指導法の分類を行うとともに、Nation (2007) の The Four 

Strandsの考え方からどのような語彙を使った活動が必要なのか研究した。 

 令和２年度は、新型コロナウイルス感染拡大の状況を鑑み、実会場に集まっての研究活動は

休止し、全国英語教育研究団体連合会「東京大会 2020大会レガシー」に、これまでの研究成果

として『「語い」指導の充実を目指して』を紙面発表した。 

 令和３年度は、学習指導要領の改訂に伴い、新しい中学校検定教科書（６社）と小学校検定

教科書（７社）をすべて調査した。使用されている語彙の重なり度を参考に、「研究部中学校推

奨語い 1800」・「研究部小学校推奨語い 700」を選定し、中学生が身に付けるべき単語を示した。 

 令和４年度は、中学校検定教科書における発信語彙、中学生が書く活動で使用した語彙の中

間報告、「研究部中学校推奨語い 1800」「研究部小学校推奨語い 700」に基づく実践例を示した。

生徒が書いた英作文を分析し、使用した語彙について研究をした。 

 令和５年度は、「研究部中学校推奨語い 1800」に基づいて、語彙指導の実践例を示した。ま

た、生徒が英語で書きたかったけれども書けなかった日本語をトピック別、品詞別に分類をし、

生徒が「書きたい語」について研究を進めた。そして、夏季休業中には「第 20回研究部ワーク

ショップ」をオンライン型と参集型でそれぞれ開催し、研究部員による指導実践を発表した。 

 以上のように、時世を鑑みて研究テーマを設定し、英語教育現場の指導向上の一助となる情

報提供をできるよう努めてきた。 
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Ⅲ 今年度の研究 

  

1. 研究の動機 

前章「昨年度までの研究のあらまし」で先述したとおり、一昨年度と昨年度は、中学 生

が実際に書く活動で使用した語彙を対象として研究を進めた。令和４年度の研究では、生

徒が実際に書くことの活動において書き出した語彙を分析し、語彙の異なり語数 の 31.6%

が私たちが検定教科書をもとに作成した「研究部中学校推奨語い 1800」に含まれない固有

名詞であることがわかった（研究部，2023）。その一方、既習語であるはずの 語彙が「書

けなかった日本語」として生徒に記されることが多いこともわかり、授業で 導入した語彙

が発信語彙になるためには、さらなる指導の工夫が必要であるということが示唆された。

令和５年度の研究では、前年度の研究であわせて生徒から収集した「英語で書きたかった

けれども書けなかった日本語」を分析し、生徒が書きたかった語の 98%は名詞、動詞、形

容詞、副詞といった内容語であることを明らかにした（研究部，2024）。さらに、生徒が使

用する内容語はトピックによって大きく異なり、生徒が書きたかったのに書けなかった語

彙は、題材や話題に大きく依存していることが分かった。 

これらの先行研究で得た示唆を踏まえ今年度の研究の方針を検討した結果、「英語で 書

きたいのに書けなかった日本語品詞別一覧」（研究部，2024）作成の際に用いたデータを英

訳しトピック別にリスト化することで、生徒や教師の実際のニーズに沿った教材を提供で

きるのではないかと考え、トピック別日英対照語彙リストを作成するに至った。 

あわせて、コロナ禍により教育の ICT化が一気に加速し、その効果や課題が浮き彫りに

なった現状を鑑み、教師がどのように ICTを活用すべきかを具体的に示すことで、現場の

教員に役立つ知見を提供したいとも考えた。また、ICT の利用自体が目的化している現状

もあることから、活用する必然性に留意しつつ、指導の本質を見失わないための指針を示

すことも本研究の重要な目的と捉え、実践の共有は単なるノウハウの提供にとどまらず、

現場の教員の強みを生かし、どのような指導場面でどのように効果的に活用するかという

視点を重視した。 

 

2.  生徒の表現の幅を広げる発信語彙リスト  

中学生が書くことの活動において、どのような日本語を英語で書きたいと思っているの

かを明らかにしたデータをもとに、「生徒の表現の幅を広げるための発信語彙リスト」の作

成を行い、効果的な語彙指導の一助とする。以下に作成の手順と「語順ナビ」、トピック別

の「自己表現サポートVocabulary List」を示す。 

(1) 対象 

令和４年度研究部員の勤務校（延べ 15 校）に在籍する中学校 1～3年生、585 編の

英作文を提出する際に生徒が回答した「英語で書きたかったけれども書けなかった日

本語」を対象とした。データに関する詳細は『語いと英語教育（45）』（研究部，2023）

『語いと英語教育（46）』（研究部，2024）を参照されたい。 

(2) 方法 

① 令和５年度の研究で用いた「英語で書きたいのに書けなかった日本語」を生成Ａ

Ｉ「ChatGPT」を用いて英訳した。 
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② 生徒が書き記した元データと英訳されたリストを照合し、英訳が適切であるかを

点検した。適切でないものについては、和英辞典などを参照して研究部員が修正

英訳した。 

③ データを修正・整理をする過程で生じた課題を共有した。課題を受けて検討した

のは次の事項である。 

(ア) リストに掲載する語彙は内容語のみとし、機能語はmultiword unitsに含める

形で扱う。 

(イ) オノマトペ（例：ジュワッと、ゴロっと）に類するものは除く。 

(ウ) 名詞句や形容詞句などのmultiword unitsは、名詞や形容詞などの枠内に掲載

する。 

(エ) いずれのトピックにおいても、名詞の割合が非常に高いことから、一般名詞

を優先し、頻度が低い固有名詞はリストから除く。また、語数を 50語から

60 語に調整するために、一般名詞であっても頻度が１回だったものについ

ては一部をリストから除外する。 

(オ) 生徒がカタカナで書いたもの（例：リーディング）は、日本語で解釈し直し

て元々あった表現に加える。 

④ 上記③の検討事項を踏まえてリストに最終調整を施し、「語順ナビ」を添付して

ハンドアウトの形式に整える。 

⑤ 「名詞」「動詞」「形容詞」「副詞」の品詞に分け、それぞれを日本語のあいうえ

お順に並べる。 

(3) 結果 

前述の方法で作成した「語順ナビ」「自己表現サポート Vocabulary List」は、資料１

から 10のとおりである。 
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資料１ 語順ナビ（詳細版） 
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資料２ 自己表現サポートVocabulary List 【Food】 

 



9 
 

資料３ 自己表現サポートVocabulary List 【Free time】 
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資料４ 自己表現サポートVocabulary List 【Person】 
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資料５ 自己表現サポートVocabulary List 【Place】 
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資料６ 自己表現サポートVocabulary List 【School】 
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資料７ 自己表現サポートVocabulary List 【Season】 
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資料８ 自己表現サポートVocabulary List 【Sports】 

 

  

shot 
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資料９ 自己表現サポートVocabulary List 【Vacation】 
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資料 10 自己表現サポートVocabulary List 【Weekend】 
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(4) 考察 

研究部はこれまでにも多様な語彙リストを作ってきたが、実際の授業で生徒や教師

が活用できるものにはなっていなかったのではないかという声が部内ではあがってい

た。そのような過去の反省を踏まえて、今回は語彙リストをハンドアウトの形式にま

とめることにした。「語順ナビ」を付け加えたのは、生徒の発信活動の支援として本リ

ストを活用してほしいという研究部の願いが発端となっている。生徒の発信語彙育成

の補助として、先生方には本リストを生徒に配付していただき活用していただくこと

を期待している。 

話題をリストの内容に移すと、各リストに掲載されている語彙を比較するとわかる

ように、生徒が使用したいと考える表現はトピックによって大きく異なっており、使

用語彙がトピックに強く依拠していることを改めて示す形となった。例えば、Foodの

リストに掲載している語彙を見ると、食べ物に関する名詞が多いのはもちろんのこと、

動詞は grill や peel という調理に関する語彙があり、形容詞には salty や rowといった

味覚や素材の質に関する単語が含まれている。しかし、そういった単語の多くは検定

教科書だけでは学べないものが多いので、本リストをトピックにあわせて生徒に提供

することで、教科書の枠を越えた語彙学習が実現することができ、生徒の語彙知識を

拡大することが期待できるだろう。 

しかし、その一方で、教科書などをとおして既習であるはずの語彙もリストに掲載

されている。過去に触れたはずの語彙であっても、何度も繰り返し触れたり使ったり

しなければ、生徒の発信語彙にはならないことはいうまでもない。本リストを使用し

て既習語彙を再利用することで、語彙の定着や知識の深化を促すことも可能である。 

そして、このリストの最も大きな特徴であり使用するメリットとして強調したいの

は、中学生が「書きたい」と思った表現を元に作成した「生徒に寄り添った語彙リス

ト」であるということである。実際に生徒が書く活動に取り組んだ際に「表現したい

けれどもできなかった」と書き記したデータをもとに作成していることから、中学生

のニーズに沿った語彙が掲載されているのはいうまでもない。 

今年度は先行研究を踏まえたリストの作成までの研究となったので、次年度以降に

は、本リストの活用方法について検討していかなければならない。研究部員の実践を

とおして語彙リストを使用したことによる生徒の変容を見取るとともに、より多くの

教室で教科書の枠を越えた語彙指導が展開されるように活用事例を紹介できるよう

に研究を進めていきたい。 

 

3.  ICTを使った指導実践例の紹介 

毎月の部会で数名の部員が実践事例を模擬授業や報告の形で紹介した。使用した ICT、

活用目的、具体的な指導実践例、活用メリット、活用することで分かった課題、その他

に紹介したい ICTと活用メリットという流れで次頁から紹介する。 

実践内容はもう一つのテーマである「語彙指導」に限定せず、実践報告で終わること

なく、それを活用することで感じた利点や課題に注目した。具体例としては、プレゼン

テーションソフトやノート、思考共有のためのアプリケーション、教師の負担軽減のた

めの生成AIなどの活用が挙げられる。
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Word Game による辞書指導 

1. 使用した ICT 

Microsoft Power Point 

2. 活用目的 

(1) 英和・和英辞書を日常的に使うものとして、生徒に慣れ親しませる。 

(2) まとまりのある文や簡単な会話で使用して欲しい語彙（以下、発信語彙）を定着させる。 

(3) 生徒に新出語彙の［意味］や［文の中での役割］を意識させる。 

3. 具体的な指導実践例 

生徒に定着を期待する発信語彙を教科書の新出語彙の中から選定する。Microsoft Power 

Pointを用いて、スライドを作成する。１単語につき３枚とし、１枚目には綴りと絵、２枚

目には意味・読み方・品詞・例、３枚目には語源を掲載する。 

(1) Microsoft Power Pointを使って、「辞書で意味、読み方、品詞、例を調べてみよう。（１

単語 10秒）」という指示を出し、生徒に辞書やパソコンを準備させる。 

(2) 発信語彙のイメージと綴りを見せ、その発信語彙の読み方、品詞、例文を調べさせる。

Please look up this word.  Raise your hand if you know pronunciation, part of the speech (part), 

meaning and the example. の指示を出す。 

※ 10秒～20秒、手元のストップウォッチで測る。時間は生徒には明示しない。 

※ オールイングリッシュが難しい場合は、日本語を使用してもかまわない。 

(3) ４人以上の手が挙がったら、指名していく。発問の順番は以下のとおり。 

① What’s the pronunciation of this word?  

② What’s the part (of the speech)?  

③ What’s the meaning?          

④ What are the examples using this word? 

/ Can you give me some examples in a sentence? 

(4) 生徒の答えを聞いた後、読み方・品詞・例文を答えとして見せ、語源を説明する。 

(5) 読み方と例文は全体で復唱 (chorus reading) する。 

(6) 回答するごとに生徒に 1ポイント付与し、終了時、一番ポイントの高い生徒にシールを

与える。 

4. 活用メリット 

(1) フラッシュカードや説明だけの指導よりも生徒の学習意欲を高めることができる。 

(2) 語彙を調べることが習慣化する。 

(3) 教科書本文以外で、新出語彙を活用する文に触れる機会が増える。 

5. 活用することで分かった課題 

(1) 授業準備に多くの時間がかかる。 

(2) 語彙を選定するときの基準が曖昧になることがある。 

6. その他に紹介したい ICTと活用メリット 

・Video Gen：AIによる動画生成をすることができるオンラインツール 

メリット 

(1) 新出語彙や本文の指導を行う際に、ピクチャーカード以上の効果が期待される。 

(2) 授業準備や授業中の教員にかかる負担の軽減につながる。 
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オンラインでの書くこと［やり取り］を実現する Padlet の活用 

 

1. 使用した ICT 

オンライン掲示板アプリ Padlet 

2. 活用目的 

(1) 日常的な話題について、事実や自分の考え、気持ちなどを整理し、簡単な語句や文を用

いてまとまりのある文章を即興で書くことができるようにする。 

(2) オンラインに書かれた短めな記事を読んで、内容について質問やコメントをしたり、受

けた質問に対して適切に答えたりすることができるようにする。 

3. 具体的な指導実践例 

以下に実践の具体的な指導手順を示す。 

(1) 教科書本文の中心題材である食べ物やレストランでの食事について、本文を読んだり自

分の考えや意見を伝え合ったりしながら理解を深める。 

(2) 単元末に、「外国人旅行客にお薦めしたい地元の食べ物やレストランを紹介する SNSの

記事を作成しよう」という言語活動を設定する。 

(3) 週末に実際の写真などを生徒に撮らせるなど、活動に向けて準備させる。 

(4) 生徒は作成した記事を Padlet上に掲載する。 

(5) 掲載されたクラスメイトの記事を読み、生徒は質問やコメントを Padletに残す。 

(6) 自分の記事に残された質問を読み、それに対する回答を作成する。 

4. 活用メリット 

(1) 実生活における「書くこと［やり取り］」は、多くの場合、パソコンやスマートフォンな

どの ICT機器を通してなされることが多いので、Padletを活用することでタスクの真正

性を担保することができる。 

(2) 生徒が書いた内容がリアルタイムで更新されるので、即興制を意識した書く活動を行う

のに適している。 

5. 活用することで分かった課題 

(1) 記事に対するリアクションはコメントでなく質問にすることで、やり取りの継続性を高

めることができる。 

(2) 即時性が高いことから、不用意または不適切な発信がなされるという懸念がある。生徒

の情報モラルについても配慮することが肝要である。 
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グループウェアの活用 

 

1. 使用した ICT  

グループウェア Microsoft 365 

2. 活用目的 

共同的な学びと個別最適な学びを実現するために、多様な手段を用いて学習を促すこと。 

3. 具体的な指導実践例 

(1) 小テスト  

Formsを活用し、小テストを実施する。結果をすぐに示し、共有する。  

(2) リーディング （音読） 

Reading Progressを活用し、音読の精度を高める。  

(3) ライティングとスピーキング［発表］［やり取り］  

会話を録音し、書き起こす。トピックに沿って文章を書く。Teamsで提出する。  

(4) 振り返り  

Forms で振り返りを行う。内容を共有したり、ポートフォリオとして 蓄積したりする。 

(5) 家庭学習  

Teamsで課題を提出し、フィードバックを受ける。Formsで小テストの復習をする。  

(6) 情報の連絡、共有 

Teamsで教科の情報や資料の共有を行う。 

4. 活用メリット 

学習状況や課題を共有することができる（教師と生徒、生徒同士）。 「共同的な学び」 

自主学習を促すことができる。家庭学習との連携をとることができる。「個別最適な学び」 

5. 活用することで分かった課題 

  評価を総括的評価にするのか、形成的評価にするのかに課題が残る。 

6. その他に紹介したい ICTと活用メリット 

オンラインツール 

(1) リーディング、リスニング  

ChatGPTで学習者のレベル沿った物語を作成し、読ませる。  

(2)ライティング  

Google翻訳、DeepLで調べる。DeepL Writeで文法のミスを考えさせ、訂正させる。  

メリット 

(1) 自立的な学習を促すことができる。「個別最適な学び」 

(2) グループウェアと組み合わせることにより、４技能５領域に焦点を当てることができる。 
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ロイロノートを活用した自己表現活動 

 

1. 使用した ICT    

授業アプリ ロイロノート・スクール（以下、ロイロノート） 

2. 活用目的 

(1) 日常的な話題や社会的な話題について、簡単な語句や文で書かれた短い文章を読んで、

考えたことや感じたこと、その理由などを、簡単な語句や文を用いて述べ合うことでき

るようにする。 

(2)「読むこと」から「話すこと」→「書くこと」への統合的な活動を通して、既習事項に触

れる機会を与える。 

3. 具体的な指導実践例 

(1) 教師がロイロノートで生徒に、テーマに対する簡単な意見文が書かれたカード（A カー

ド）を送信する。 

(2) 生徒はAカードを黙読し、意見文に対する自分の考えを、賛成（赤）、反対（青）で表示 

する（以下 Bカード）。 

(3) 生徒はAカードの内容について、自分の考えをペアに伝える。 

(4) 生徒は(3)でペアに話したことを基に、自分の考えを Bカードに書き起こす。 

(5) 生徒が Bカードを提出した後、教師が Bカードを共有モードにする。生徒は共有された

友達の Bカードを読む（名前を伏せて共有することも可）。 

(6) 教師が提出された Bカードから、２、３個取り上げ、全体に共有する。 

(7) 生徒はペアを変えて、(3)(4)を再び繰り返す（友達の意見を知り、意見を変えたい場合は

変えてもかまわないとする。ただし、変える場合は、Bカードの色も変えることとする）。 

(8) 生徒は再度書き起こした Bカードを提出箱に上書きし、提出する。 

4. 活用メリット 

(1) ロイロノートの共有機能を使用することで、自分の発言に自信がない生徒にとって、全

体で共有することへのハードルが下がる。また、賛成と反対で色分けしたテキストカー

ドを表示させてから、「話すこと」→「書くこと」に繋げることでスモールステップにな

り、英語が苦手な生徒でも取り組みやすい。 

(2) 提出箱と共有機能を使用することで、短時間で簡単に意見を共有することができる。 

5. 活用することで分かった課題 

(1) テーマによっては、何を書けば（話せば）よいか分からず、活動が止まってしまう。 

(2) タイピングが苦手な生徒は短時間で自分の伝えたいことを書くことが難しい。 
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特別支援学級での I C T 活用事例 

1. 使用した ICT 

オクリンク（ミライシード）：カードをつないで提示することができるアプリ 

2. 活用目的 

(1) 自己表現活動に向けての補助  

(2) 意見の共有（視覚的に提示） 

(3) 書くことの負担軽減 

3. 具体的な指導実践例 

特別支援学級（知的・固定）での学習において、スライドをつなげて文を作る活動を設

定し、英語での自己表現活動への補助とした。 

(1) 単元名「自己 PRをしよう」 

(2) 単元の目標：クラスメートにもっと自分のことを知ってもらうために、好きなものやで

きることを紹介することができる。 

(3) 言語材料：I’m~. / I like~. / I can~. 

(4) 手順：生徒はローマ字での氏名の書き方、好きなことを伝える表現、できることを伝え

る表現について学習した後、自分のことを知ってもらうための自己 PR原稿とスラ

イドを作成し、発表を行った。練習の際に、以下の手順で ICTを活用した。 

① スライドで動詞を練習（クラス全体） 

② ビンゴで文字・音声・意味を確認（ビンゴシートは個人・進行はクラス全体） 

③ I can~. の表現を確認（クラス全体） 

④ オクリンク上でカード（①のスライドをカードとして配布）から自分ができること

を選んでつなげて英文を作り、提出（個人） 

※ 生徒は個人の端末で作業をする。教員は机間指導、端末で提出状況を確認する。 

⑤ 自分ができることを発表し、クラスで共有（クラス全体） 

※ 提出されたカードを教員がスクリーンに投影し、生徒数名が発表をする。 

4. 活用メリット 

(1) 練習で提示した視覚資料を使用するので生徒の認知的な負荷が少ない。また、スライド

を PDF化したものを取り込むだけでカードができるので教員の作業効率が向上する。 

(2) タブレット操作で文を作る活動なので、書くことの負荷がない。書くことを求めないた

め、書くことが苦手な生徒も取り組みやすく、内容や表現に集中することができる。 

(3) 自分で選んで文を作るため、お互いの意見や気持ちを伝える言語活動への橋渡しとな

る。手順⑤で、生徒が提出したカードを視覚資料として示すことができる。また、提出

されたカードを教員が投影して紹介することで声を発するのが苦手な生徒もクラスに意

見の共有ができる。 

5. 活用することで分かった課題 

  カードの配布により、選択肢を与えて選ぶ活動としたので、自分の言いたいことをさらに

考えて表現するには至らなかった。自分の言いたいことを追加できるような指導や支援をし

ていくことも言語活動の補助としては必要である。その場合は、タイピングは生徒にとって

負荷が大きい場合もあるので、音声入力の方法を教えたり、ローマ字表を示したりするな

ど、生活技能としての機器操作の指導・支援の工夫について考えていくことも必要である。 
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DeepL の活用 

 

1. 使用した ICT  

DeepL 

2. 活用目的   

自分の考え、気持ち、事実などを主体的に理解して表現できるようにする。 

3. 具体的な指導実践例 

「理想の夏休みを紹介する」（全３時間） 

(1) 第１時 

① 指導者の理想の夏休みについて写真、ピクチャーカード、動画を提示しながらオー

ラルイントロダクションを行う。 

② TFや QAを行いオーラルインタラクションで内容を確認する。 

③ 学習者は理想の夏休みについてDeepLを使用して書く。 

(2) 第２時 

① 学習者は理想の夏休みをイメージさせる写真や動画をスライドにまとめる。 

② 書いた文章を ElevenLabsや Natural Readerなどを使用して音声を確認する。 

③ 学習者はMicrosoft Power Pointを使用しながら話して伝える練習をする。 

(3) 第３時 

①  学習者は発表する。 

② 発表は動画で記録して振り返りや形成的評価に使用する。 

4. 活用メリット 

(1) 学校や家庭で自立した学習を促すことができる。 

(2) より自然で伝わりやすい英語表現を学ぶことができる。 

(3) 英語の間違いに対するフィードバックが非常に速い。 

5. 活用することで分かった課題 

 (1) 伝達される内容についてのフィードバックは得られない。 

(2) 完全に間違いなく英語の正確さを保証できるものではない。 

6. その他に紹介したい ICTと活用メリット 

 (1) Ginger 

「書くこと」の言語活動にて使用する。語彙、文構造、文法の確認をする。 

(2) 音読さん、Ai Voice Generator 

文字を音声に変える。「聞くこと」の問題作成、音読、リテリング、スピーチなどの言語

活動において音声を確認するために使用する。 

(3) ChatGPT、Gemini、 Copilot 

  「読むこと」「聞くこと」の問題作成にて使用する。  
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学習者用デジタル教科書の個別最適な活用事例 

 

1.  使用した ICT   

学習者用デジタル教科書（＋マイク付きイヤホン） 

2.  活用目的      

普段の教科書指導を「個別最適化したタスク型の活動」に変えることで、教室内のすべて

の学習者に対して、「主体的な学び」を促す。 

3.  具体的な指導実践例 

  以下に指導手順を示す。 

(1) 教科書の「Listenページ」を基にしたタスクを、レベル別（選択可）にして学習者に課

す（ワークシートを配付する。各自、学習用デジタル教科書とマイク付きイヤホンを

使用）。 

(2) タスクを終えた生徒は、授業者からのチェックやフィードバックをもらう（中間指導）。 

4.  活用メリット 

(1) 活動に対して、各自のペースで取り組めることで、ファストラーナー、スローラーナー

どちらにも学びの保証を担保することができる。 

(2) 従来の一斉指導からの脱却を通じて、授業者は「ファシリテーター」として机間指導や

個別支援に重点を置くことができる。 

5.  活用することで分かった課題 

(1)「主体的な学び」の実現のためには、学習者一人一人にとっての「学びの必然性」を踏

まえた「目的・場面・状況の設定」が不可欠であり、これからさらに深めていく必要が 

ある。 

(2) ICTを活用させる際は、生徒に対して「使用上のルール」を明確に伝えるなど、ある程

度の授業規律やコントロールが大切である（生活指導上の課題）。 

6. その他に紹介したい ICTと活用メリット 

(1) ChatGPT ･･･ 「公開GPT（MY GPTs）」の活用 

   ① 帯活動、語彙指導に役立つアプリを無料で使うことができる。 

② 授業者が上手く活用することで、授業準備の手助けになる。 

(2) Copilot ･･･ 話すこと［やり取り］における「個別最適トレーニング」 

   ① 既成のプロンプトとリストから選んだトピックを入力させ、英会話を行う。 

   ② 学習者一人一人が、英会話レベルや話したいトピックを自分で選択することで、学習

に対する「動機付け」へとつながる。 
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Ⅳ 今後の研究 

 

今年度は、生徒の表現の幅を広げる発信語彙リストの作成と、ICT を使った指導実践例の紹介

の２本を軸に研究を進めた。前者については、今年度はリストを「教材化」することを念頭に、

中学生の生の声を元に発信語彙リストを作成した。前章で述べていることの繰り返しになるが、

先生方には授業で本リストをご活用いただき、生徒の発信語彙を効果的に育成する補助としてい

ただければ幸いである。  

ただし、今年度の研究の基礎となるデータは「書きたいけれども書けないこと」を中学生に記

述させたものであるが、これは令和４年度の研究データを収集する際に付帯的に行ったものであ

る。そのため、データの抽出方法や精選については検討の余地があると考えている。同様の研究

を再実施する場合には、データの収集方法から念入りに検討を重ねたい。  

後者の研究は、教育の不易と流行の「流行」の部分に焦点を当てた研究だった。コロナ禍を発 

端に急速に変容を遂げている教育現場の ICT 化は今後も止まることはないだろう。本研究のよう 

な実践の共有は、ICT をこれから活用していきたいと考えている先生方にとっては意義のあるも

のと考える。一方、加速度的に進歩する技術に溺れないようにするためには、what（何を用いる

か）や how（どのように用いるか）、以前の why（なぜ用いるのか）を我々教師が強く意識し続

けなければならないだろう。  

今年度は２つの研究が別個に進んだが、いずれは双方の利点を生かして統合的な研究を推進し 

ていく必要があるとも考えている。語彙学習（指導）については特に、学級集団での学びよりも 

個別での学習に依存する場面が多いこともあり、ICT を活用した個別最適な学びを実現する余地

が多分に残されていると考えられる。アプリケーションやシステムの開発は専門的な技術を要す

るため、研究部単独での活動は難しいかもしれないが、実現可能な方法で二者を統合した研究が

推進できないか検討を進めていきたい。  
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Ⅵ 研究部ホームページ（ Google サイト ）のお知らせ 

 

研究部ホームページでは、皆様によりよく研究部の活動や研究内容を知っていただける

ように、これまでの研究部の歩みと研究紀要を公開しております。また、研究部ワークシ

ョップと研究発表会の情報についても告知しております。 

なお、昨年度、研究部ホームページはリニューアルを行いました。研究部ホームページ

をご覧になる際は、下記の URLよりご利用ください。 

今後とも内容の充実を図るとともに、分かりやすく、最新の情報を発信してまいります

ので、何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

 

研究部ホームページ URL  

 https://sites.google.com/view/tokyo-chueiken-kenkyubu  
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Ⅶ あとがき 

 

令和６年度の東京都中学校英語教育研究会研究部は、昨年度に続き毎月の部会（12 回）、

研究部ワークショップ（２日間）、公開授業・研究発表会を対面で行うことができました。 

本年度の研究では、「ICT を使った指導実践例」について、毎月の部会の中で部員相互に

よる実践の報告、マイクロティーチングを行いました。実践を踏まえた研究をもとに、効果

的な指導方法について、議論や考察を深め、授業への視野を広げることにもつながりまし

た。 

昨年度まで調査・分析した、書くことの活動における「英語で書きたかったけれども書け

なかった日本語」については、トピック別に再整理し、英語の語順を踏まえた「生徒の表現

の幅を広げる発信語彙リスト」として提示しました。「研究部推奨語彙リスト」の活用法の

一つとして、先生方の授業でご使用いただければと思います。 

研究部の研究活動は、皆様からのフィードバックをいただくことで、さらに発展できると

考えております。本研究冊子『語いと英語教育（47）』をご覧いただきまして、忌憚のない

ご意見・ご質問をいだだければ幸いです。また本冊子は令和２年度より、紙媒体からデジタ

ルファイルでの発行になりました。都中英研のホームページと研究部のウェブサイトより

ダウンロードしてご覧いただけます。是非、各地区の教育研究会、お知り合いの先生方にご

紹介ください。 

研究発表会・公開授業は、昨年度、４年振りに対面での実施を再開しました。研究部の研

究発表会・公開授業は、都中英研全体の行事という位置付けもあり、新型コロナウイルス感

染拡大の以前（2019 年まで）は、研究部員と研究部員以外の部員がほぼ隔年で公開授業を

担当してきました。昨年度は、研究部員が公開授業を行いましたが、今年度は研究部員では

ない方の授業ということで、宮﨑 太樹先生（日野市立日野第一中学校）にご担当いただき

ました。研究発表会・公開授業の実施にあたり、会場をご提供いただきました、日野市立日

野第一中学校の皆様、授業者の宮﨑 太樹先生、研究活動と授業をご指導いただきました本

多 敏幸先生、日頃より研究部の活動をご支援いただきました都中英研役員会の皆様、研究

部ワークショップ、研究発表会にご参加いただきました都中英研会員の皆様に心より感謝

申し上げます。 

 

令和７年２月 21日 

東京都中学校英語教育研究会研究部  

部長 渓内 明（文京区立本郷台中学校） 
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巻末資料 1 

東京都中学校英語教育研究会 

研究部のあゆみ 

 

 東京都中学校英語教育研究会・研究部では、1976 年（昭和 51 年）より語彙指導に関する研

究や実践発表を中心に活動している。毎年２月に研究発表と研究授業（公開授業）を実施し、

研究冊子「語いと英語教育」を発行している。 

 

1976（昭和 51）年度 「英語教師のニードとその資料源」 

研究授業者：森永 誠   （北区立赤羽台中学校） 

指 導 講 師：福田 大昭 （都立教育研究所） 

 

 1977 (昭和 52) 年度 「英語教師のニードとその資料源 その２」 

「外来語と英語教育（１）」 

－小学校高学年教科書に現れた外来語リスト－ 

研究授業者：里見 光昭・宗政 剛郷（千代田区立麹町中学校） 

指 導 講 師：若林 俊輔      （東京学芸大学） 

 

 1978 (昭和 53) 年度 「外来語と英語教育（２）」 

－中学校英語教科書に現れた外来語リスト－ 

研究授業者：野中 清   （江東区立深川第二中学校） 

指 導 講 師：若林 俊輔 （東京学芸大学） 

 

 1979 (昭和 54) 年度 「外来語と英語教育（３）」 

                       －外来語の強勢付加によっておこる変化－ 

            研究授業者：萩野 浩・須田 昌義（千代田区立一橋中学校） 

            指 導 講 師：若林 俊輔      （東京学芸大学） 

 

 1980 (昭和 55) 年度 「外来語と英語教育（４）」 

                       －英語の意味別頻度と外来語・英語の意味とのかさなり－ 

            研究授業者：後関 正明（墨田区立両国中学校） 

            指 導 講 師：森住 衛  （大妻女子大学） 

 

 1981 (昭和 56) 年度 「外来語と英語教育（５）」 

                       －フォニックス（つづり字と発音のルール）－ 

            研究授業者：小林 幸子 （千代田区立練成中学校） 

            指 導 講 師：若林 俊輔 （東京学芸大学） 
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1982 (昭和 57) 年度 「外来語と英語教育（６）」 

                       －選定語いについて－ 

            研究授業者：小西 照明 （足立区立伊興中学校） 

            指 導 講 師：堀口 俊一 （東京学芸大学） 

 

 1983 (昭和 58) 年度 「語いと英語教育（７）」 

－選定語い（２）・発表語い（１）・外来語と英語教育（７）－ 

研究授業者：長 勝彦   （江東区立第三亀戸中学校） 

指 導 講 師：若林 俊輔 （東京外国語大学） 

 

 1984 (昭和 59) 年度 「語いと英語教育（８）」 

－発表語い（２）・外来語と英語教育（８）－ 

研究授業者：蔦原 秀子（新宿区立西戸山中学校） 

指 導 講 師：森住 衛  （大妻女子大学） 

 

 1985 (昭和 60) 年度 「語いと英語教育（９）」 

－「英語基本語い 1000 語」と 

「補足 460 語・外来語（英語）400 語」Interim Report 

                 「外来語と英語教育（９）」言葉遊びをとり入れての指導実践例－ 

研究授業者：長 勝彦   （墨田区立両国中学校） 

指 導 講 師：若林 俊輔 （東京外国語大学） 

 

 1986 (昭和 61) 年度 「語いと英語教育（10）」 

                       A. 英語・基本語い 1000 語・Appendices 

                       B. 授業の中でどのように語いをふやすか 

                       C. CLT（Communicative Language Teaching）について 

            研究授業者：日䑓 滋之・Ms. Yvonne Broekman (Australia) 

  （新宿区立牛込第三中学校） 

            指 導 講 師：隈部 直光  （大妻女子大学） 
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 1987 (昭和 62) 年度 「語いと英語教育（11）」 

                       A. 基本語いの定着化－授業の中でどのように語いをふやすか(Part2) 

              （Bingo Game, Guess Work, Pair Work & Skit を行って） 

                       B. CLT（Communicative Language Teaching）と CF (Communicative 

Function) について 

                  －東京都公立中学校で使用されている４種類の教科書に現れる 

              Functions（言語機能）/ Forms（言語形式）の学年別 Function List－ 

                       C. Assistant English Teacher に関するアンケート調査のまとめ 

                －AET 導入の年数・採用方法・派遣状況・派遣時数・その他－ 

            研究授業者：青木 弘子・Mr. Phillip Roberts (Australia) 

（新宿区立牛込第三中学校） 

            指 導 講 師：塩澤 利雄    （宇都宮大学） 

  

1988 (昭和 63) 年度 「語いと英語教育（12）」 

A. NHK ラジオ続基礎英語（1986. 4～1987. 3）の dialogs に現れる 

伝達機能とその言語形式 

                     B. 日常の授業で活用できる伝達機能とその言語形式 

                   研究授業者：福井 康・Ms. Robarta Schudrick (U.S.A.) 

（千代田区立九段中学校） 

                   指 導 講 師：萩野 浩    （聖徳短期大学） 

 

 1989 (平成元) 年度 「語いと英語教育（13）」 

                      CLT（Communicative Language Teaching）と CF（Communicative Functions）

について 

                      東京都公立中学校で使用されている４種類の教科書に現れる 

                 Functions（言語機能）/ 例文の List 

           研究授業者：鶴田 峰子・太郎良 博（大田区立南六郷中学校） 

           指 導 講 師：斎藤 誠毅            （神奈川大学） 

 

 1990 (平成２) 年度 「語いと英語教育（14）」 

A. 日常の授業で活用できる言語機能とその言語形式（続）  

      －実情報にかかわる機能－ 

                B. 東京都公立中学校における英語教育実態調査報告 

           研究授業者：山本 展子・Mr. Frank Berberich (U.K.) 

（江東区立深川第七中学校） 

           指 導 講 師：島岡 丘  （筑波大学） 
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 1991 (平成３) 年度 「語いと英語教育（15）」 

                      日常の授業で活用できる言語機能とその言語形式（続々） 

            －意志・感情にかかわる機能の言語形式の Register について－ 

           研究授業者：二宮 正男 （狛江市立狛江第一中学校） 

           指 導 講 師：青木 昭六 （愛知学院大学） 

 

 1992 (平成４) 年度 「語いと英語教育（16）」 

A. Teacher Talk (1) 

B. 日常の授業で活用できる言語機能とその言語形式 

－意志・感情にかかわる機能の言語形式の Register に対する 

Native Speaker の Comments－ 

                  研究授業者：北原 延晃 （杉並区立和田中学校） 

                  指 導 講 師：上田 明子 （津田塾女子大学） 

 1993 (平成５) 年度 第 17 回関東甲信地区中学校英語教育研究協議会東京大会 

Teacher Talk (1) 

研究授業者：杉本 薫   （墨田区立両国中学校） 

指 導 講 師：若林 俊輔 （東京外国語大学） 

 

 1993 (平成５) 年度 「語いと英語教育（17）」 

Teacher Talk (2) 

研究授業者：重松 靖 （府中市立府中第七中学校） 

指 導 講 師：金谷 憲 （東京学芸大学） 

 

 1994 (平成６) 年度 「語いと英語教育（18）」 

Teacher Talk (3) 

研究授業者：三浦 邦彦 （足立区立第三中学校） 

指 導 講 師：森永 誠   （聖徳大学短期大学部） 

 

 1995 (平成７) 年度 「語いと英語教育（19）」 

Teacher Talk (4) 

研究授業者：石井 亨・Mr. John Walding(U.K.)（江東区立南砂中学校） 

指 導 講 師：佐野 正之（横浜国立大学） 

 

 1996 (平成８) 年度 「語いと英語教育（20）」 

研究部の歩みと「語いと英語教育」第１集～19 集のダイジェスト版 

研究授業者：長 勝彦（墨田区立両国中学校） 
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 1997 (平成９) 年度 「語いと英語教育（21）」 

Teacher Talk (5) 

Student Talk (1) 

研究授業者：太田 洋     （東京学芸大学附属世田谷中学校） 

指 導 講 師：投野 由紀夫 （東京学芸大学） 

 

 1998 (平成 10) 年度 「語いと英語教育（22）」 

Student Talk (2) 

研究授業者：原田 博子 （江東区立深川第五中学校） 

指 導 講 師：和田 稔   （明海大学） 

 

 1999 (平成 11) 年度 「語いと英語教育（23）」 

Student Talk (3) 

研究授業者：小柳 守生 （葛飾区立亀有中学校） 

指 導 講 師：松本 青也 （愛知淑徳大学） 

 

 2000 (平成 12) 年度 「語いと英語教育（24）」 

Student Talk (4) 

                   研究授業者：阿久津 仁史 （文京区立第八中学校） 

                   指 導 講 師：緑川 日出子 （昭和女子大学） 

 

 2001 (平成 13) 年度 「語いと英語教育（25）」 

語い指導 (1) 

研究授業者：門松 裕之・佐藤 恵美（墨田区立文花中学校） 

指 導 講 師：山内 豊              （東京国際大学） 

 

 2002 (平成 14) 年度 「語いと英語教育（26）」 

語い指導 (2) 

研究授業者：伊地知 義信 （豊島区立西巣鴨中学校） 

指 導 講 師：望月 正道  （麗澤大学） 

 

 2003 (平成 15) 年度 「語いと英語教育（27）」 

語い指導 (3) 

研究授業者：明石 達彦 （港区立御成門中学校） 

指 導 講 師：木村 松雄 （青山学院大学） 

 

 2004 (平成 16) 年度 「語いと英語教育（28）」 

語い指導 (4) 

研究授業者：関口 智   （葛飾区立常盤中学校） 

指 導 講 師：相澤 一美 （東京電気大学） 
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2005 (平成 17) 年度 「語いと英語教育（29）」 

語い指導 (5) 

研究授業者：渓内 明   （大田区立東調布中学校） 

指 導 講 師：卯城 祐司 （筑波大学） 

 

 2006 (平成 18) 年度 「語いと英語教育（30）」 

語い指導 (6) 

研究授業者：田口 徹   （府中市立府中第二中学校） 

指 導 講 師：長 勝彦   （武蔵野大学） 

 

2007 (平成 19) 年度 「語いと英語教育（31）」 

語い指導 (7) 

研究授業者：岸 由季   （町田市立山崎中学校） 

指 導 講 師：猪俣 俊哉 （北海道室蘭市立陣屋小学校） 

 

 

2008 (平成 20) 年度 「語いと英語教育 (32)」 

語い指導 (8) 

研究授業者：谷口 弘美 （東村山市立東村山第二中学校） 

パ ネ ラ ー：田口 徹  （府中市立府中第二中学校） 

本多 敏幸 （千代田区立九段中等教育学校） 

モデレーター：相沢 秀和 （昭島市立瑞雲中学校） 

 

2009 (平成 21) 年度 「語いと英語教育 (33)」 

語い指導 (9) 

研究授業者：岡崎 伸一   （品川区立小中一貫校日野学園） 

指 導 講 師：西垣 知佳子 （千葉大学） 

 

2010 (平成 22) 年度 「語いと英語教育 (34)」 

辞書指導 (1) 

研究授業者：小川 登子 （葛飾区葛美中学校） 

指 導 講 師：小菅 敦子 （東京学芸大学附属世田谷中学校） 

 

2011 (平成 23) 年度 「語いと英語教育 (35)」 

辞書指導 (2) 

研究授業者：上尾 栄美子（江戸川区立篠崎第二中学校） 

指 導 講 師：日䑓 滋之  （玉川大学） 
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2012 (平成 24) 年度 「語いと英語教育 (36)」 

辞書指導 (3) 

研究授業者：金子 健次郎（大田区立田園調布中学校） 

指 導 講 師：田尻 悟郎  （関西大学） 

 

 2013 (平成 25) 年度 「語いと英語教育 (37)」 

辞書指導 (4) 

研究授業者：本多 敏幸（千代田区立九段中等教育学校） 

パ ネ ラ ー：重松 靖（国分寺市立第三中学校長） 

本多 敏幸（千代田区立九段中等教育学校） 

杉本 薫（東京都立両国高校附属中学校） 

田口 徹（千代田区立九段中等教育学校） 

北原 延晃（港区立赤坂中学校） 

モデレーター：石井  亨（千代田区立九段中等教育学校） 

 

2014 (平成 26) 年度 「語いと英語教育 (38)」 

語いサイズを広げる指導の工夫 (1) 

研究授業者：北原 延晃（港区立赤坂中学校） 

指 導 講 師：中嶋 洋一（関西外国語大学） 

 

2015 (平成 27) 年度 「語いと英語教育 (39)」 

語いサイズを広げる指導の工夫 (2) 

研究授業者：久保野 りえ（筑波大学附属中学校） 

指 導 講 師：新里 眞男  （関西外国語大学） 

 

2016 (平成 28) 年度 「語いと英語教育 (40)」 

語いサイズを広げる指導の工夫 (3) 

研究授業者：太田 裕也    （八王子市立第六中学校） 

指 導 講 師：久保野 雅史 （神奈川大学）       

 

2017 (平成 29) 年度 「語いと英語教育 (41)」 

語いサイズを広げる指導の工夫 (4) 

研究授業者：関口 智 （江戸川区立清新第一中学校） 

指 導 講 師：阿野 幸一（文教大学）       

 

2018 (平成 30) 年度 「語いと英語教育 (42)」 

研究部基本語い 1200 と語い指導再考 (1) 

研究授業者：前川 卓哉 （渋谷区立松濤中学校） 

指 導 講 師：内田 浩樹 （国際教養大学大学院）       
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2019 (令和元) 年度 「語いと英語教育 (43)」 

研究部基本語い 1200 と語い指導再考 (2) 

研究授業者：水嶋 諒 （江東区立第四砂町中学校） 

指 導 講 師：日䑓 滋之（玉川大学） 

 

2020 (令和２) 年度  新型コロナウイルス感染拡大により、研究冊子の発行および研究発表 

会・研究授業は中止。 

 

2021 (令和３) 年度 「語いと英語教育 (44)」 

研究部中学校推奨語い 1800 

研究部小学校推奨語い 700 

研究発表者： 前田  宏美（港区立港南中学校） 

高杉  達也（東京都立小石川中等教育学校） 

岡   大佑（足立区立江南中学校） 

能美 真弓（荒川区立第三中学校） 

指 導 講 師：日䑓 滋之（玉川大学） 

 ＊新型コロナウイルス感染拡大のため、研究発表会をオンラインで実施。研究授業は中止。 

 

 

2022 (令和４) 年度 「語いと英語教育 (45)」 

中学校・小学校検定教科書における語彙 

中学校検定教科書における太字の単語 

中学生が書く活動で使用した語彙（中間報告） 

「研究部中学校推奨語い 1800」「研究部小学校推奨語い 700」 

に基づく実践例 

研究発表者：前田  宏美 （港区立港南中学校） 

高杉  達也 （筑波大学附属中学校） 

多田 翔  （江東区立第三砂町中学校） 

松野 麻里恵（港区立三田中学校） 

指 導 講 師：日䑓 滋之 （拓殖大学） 

 ＊新型コロナウイルス感染拡大のため、研究発表会をオンラインで実施。研究授業は中止。 

 

2023 (令和５) 年度 「語いと英語教育 (46)」 

「研究部推奨語い 1800」に基づく語彙指導実践例 

生徒が英語で書きたいけれども書けなかった日本語 

研究発表者：高杉  達也 （筑波大学附属中学校） 

岡   大佑  （東京都立小石川中等教育学校） 

             研究授業者：橋本 晋作 （渋谷区立松濤中学校） 

指 導 講 師：三浦 幸子 （都留文科大学） 
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 2024 (令和６) 年度 「語いと英語教育 (47)」 

生徒の表現の幅を広げる発信語彙リスト 

ICT を使った指導実践例 

             研究発表者：小澤 美沙姫（杉並区立泉南中学校） 

五井 沙織 （板橋区立髙島第一中学校） 

             研究授業者：宮﨑 太樹  （日野市立日野第一中学校） 

             指 導 講 師：本多 敏幸  （都留文科大学ほか） 
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巻末資料 2 

今年度の活動記録 

 

第１回部会 ４月 30日（対面会議） 

1.   部内役割分担の確認 

2.   本年度の研究計画・内容について 

3.  研究部ワークショップの日程や内容の確認 

 

第２回部会 ５月 28日（対面会議） 

1. 研究推進（実践発表）  

高杉 達也、瀧本 廣樹 

2.   研究部ワークショップ（実施案） 

 

第３回部会 ６月 18日（対面会議） 

1. 研究推進（実践発表）  

岡 大佑 

2.   研究部ワークショップ（実施方法の確認、発表者や案内文書などの決定） 

 

第４回部会 ７月 11日（対面会議） 

1. 研究推進（実践発表）  

小澤 美沙姫、五井 沙織 

2.   研究部ワークショップ（発表内容、運営方法の確認、参加者応募状況の報告など） 

 

第５回部会 ７月 22日（対面会議） 

1.   研究部ワークショップ打ち合わせ（会場準備、ICT機器や音響の動作確認など） 

 

第６回部会 ７月 25日（対面会議） 

1.   研究部ワークショップ打ち合わせ（会場準備、ICT機器や音響の動作確認など） 

 

第 21回研究部ワークショップ 

７月 31日（対面による開催） 

① 「特別支援学級におけるプロジェクト型英語指導の実践事例をその活用」  

五井 沙織 

② 「はじめてみよう、Try Out活動！ 

～既習事項を使って、生徒が言いたいことを Try Outさせてみませんか～」  

小澤 美沙姫 

③ 「発信語彙を拡げる主体的で対話的な学びの実践例」  

長谷川 眞司 
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  ８月５日（対面による開催） 

① 「まとまりのある英文を書き、話すことへとつなげる工夫  

～苦手意識のある生徒たちとの取り組みを通して～」  

福島 恵子 

② 「主体性を引き出すディスカッション指導の工夫  

～学習者一人一人の深い学びに向かって～」  

多田 翔、竹元 智子 

③ 「即興で話す力を高める授業実践 ～検定教科書の内容について～」  

松野 麻理恵、前田 宏美 

 

第７回部会 ９月 19日（対面会議） 

1.   研究部ワークショップ振り返り、反省 

2.   研究推進（実践発表、研究テーマ、今後の予定） 発表者 大島 良一、多田 翔 

3.   公開授業・研究発表会（実施日時、研究授業者、実施方法などの提案） 

 

第８回部会 10月 24日（対面会議） 

  1.   研究推進（研究計画、担当分担など） 

2.   公開授業・研究発表会（運営本部、講師・助言者の決定、担当分担の確認） 

 

第９回部会 11月 21日（対面会議） 

   1.   研究推進（部員同士による意見交換、研究紀要について） 

2.   公開授業・研究発表会（実施要項、案内文書など） 

 

第 10回部会 12月 18日（対面会議） 

1.   研究推進（研究冊子原稿の検討） 

2.   公開授業・研究発表会（指導案の検討、運営、案内など） 

 

第 11回部会 12月 26日（対面会議） 

1.   公開授業・研究発表会打ち合わせ（会場準備、ICT機器や音響の動作確認など） 

 

第 12回部会 １月 23日（対面会議） 

1.   研究冊子原稿の校正 

2.   研究発表会発表リハーサル 

3.   公開授業・研究発表会（当日の発表内容、分担、流れなどの最終確認） 
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研究部研究授業・研究発表会 ２月 21日（対面による開催） 

   1.  研究授業 授業者 宮﨑 太樹（日野市立日野第一中学校） 

2.   研究協議 

研究部 令和６年度研究発表 発表者 小澤 美沙姫、五井 沙織 

「生徒の表現の幅を広げる発信語彙リスト」 

「ICTを使った指導実践例」 

3.   指導助言・講演 講師 本多 敏幸（都留文科大学ほか） 

 

第 13回部会 ３月 12日（対面会議） 

1.   研究発表会の反省 

2.   今年度活動の反省 

3.   来年度の研究内容、活動計画の検討 
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東京都中学校英語教育研究会研究部 

  

渓内 明      （文京区立本郷台中学校） 高杉 達也    （筑波大学附属中学校） 

橋本 晋作    （渋谷区立松濤中学校） 森沢 俊彦    （日野市立日野第三中学校） 

島田 拓     （足立区立入谷南中学校） 原田 博子    （文京区立第十中学校） 

中川 智子    （大田区立志茂田中学校） 水嶋 諒      （江東区立深川第五中学校） 

松野 麻里恵  （港区立三田中学校） 大島 良一   （江戸川区立篠崎第二中学校） 

多田 翔      （江東区立第三砂町中学校） 福島 恵子    （清瀬市立清瀬第三中学校） 

一ノ瀬 麻子  （港区立六本木中学校） 岡 大佑      （東京都立小石川中等教育学校） 

長谷川 眞司  （小平市立小平第三中学校） 五井 沙織   （板橋区立髙島第一中学校） 

小沼 櫻    （府中市立府中第六中学校） 齋藤 開      （佼成学園女子中学・高等学校） 

小澤 美沙姫     （杉並区立泉南中学校） 瀧本 廣樹    （杉並区立富士見丘中学校） 

竹元 智子 （葛飾区立桜道中学校） 小林 竜也   （足立区立青井中学校） 

長嶋 昌子 （江戸川区立南葛西第二中学校）   

    

アドバイザー 前田 宏美（新潟青陵大学）   
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《研究部のホームページ https://sites.google.com/view/tokyo-chueiken-kenkyubu》 
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